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」
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

　
十
一
月
十
五
日
の
上
越
新
幹
線
開

通
を
間
近
か
に
ひ
か
え
て
、
自
家
用

車
で
新
幹
線
駅
を
利
用
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
市
で
は
越
後
湯

沢
駅
前
、
浦
佐
駅
前
に
駐
車
場
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
十
月
二
十
三
日
の
市
議

会
臨
時
会
で
「
十
日
町
市
区
域
外
駐

車
場
設
置
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
使

用
方
法
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
使
用
時
間
　
駐
車
場
は
終
日
利
用

で
き
ま
す
が
、
自
動
車
が
出
入
り
で
き

る
時
間
は
、
越
後
湯
沢
駅
駐
車
場
は

午
前
七
時
～
午
後
十
一
時
、
浦
佐
駅

駐
車
場
は
午
前
七
時
～
午
後
九
時
ま

で
で
す
。

◆
駐
車
で
き
る
自
動
車
　
普
通
自
動

車
、
小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
（
積

載
物
を
含
め
、
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
以

下
、
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
以
下
、
高
さ
ニ

メ
ー
ト
ル
以
下
、
重
量
二
・
二
ト
ン

以
下
）

◆
使
用
手
続
き
　
駐
車
場
を
利
用
す

る
時
は
、
つ
ぎ
の
場
所
に
備
え
て
あ

る
駐
車
場
使
用
申
込
書
に
所
定
の
事

項
を
記
載
し
て
提
出
し
、
使
用
許
可

証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
湯
沢
駅
駐
車
場
利
用
の
場
合
…

イ
ナ
モ
ト
旅
館
（
駐
車
場
前
、
盈
〇

二
五
七
八
ー
四
－
二
二
五
一
番
㈹
）

◎
浦
佐
駅
駐
車
場
利
用
の
場
合
…
長

十
一
月
の
市
民
と
語
る
日

　
十
一
月
一
日
／
三
時
～
七
時
／
市
役
所
で

」

　
四
月
か
ら
毎
月
一
目
に
開
催
し
て

き
た
市
民
と
語
る
日
は
、
次
回
が
今

年
度
の
最
終
回
で
す
．

　
地
区
や
町
内
で
出
さ
れ
た
問
題
や

日
頃
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、

こ
と
し
の
総
決
算
と
し
て
ぜ
ひ
と
も

ご
出
席
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
か

ら
降
雪
期
に
む
か
っ
て
の
克
雪
対
策

地
下
水
対
策
を
は
じ
め
、
交
通
、
福

祉
、
医
療
、
産
業
な
ど
幅
広
い
分
野

で
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
問
い
合
わ
せ
と
連
絡
は
市

総
務
課
企
画
広
報
係
（
盈
七
ー
三
一

二
番
内
線
三
三
六
）
へ
。

　
※
市
民
と
語
る
目
は
冬
期
間
休
み

ま
す
。

亀
屋
商
店
（
市
内
焼
野
、
盈
七
i
六

一
八
七
番
）

　
な
お
、
使
用
申
込
書
を
提
出
す
る

際
に
、
運
転
免
許
証
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
　
（
利
用
者
が
市
外
居
住
者

で
、
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
お

り
、
そ
の
用
務
で
利
用
す
る
場
合
は

事
業
主
の
証
明
書
を
提
示
）

◆
許
可
証
　
許
可
証
は
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
の
見
や
す
い
所
に
貼
っ
て
く
だ

さ
い
。

◆
使
用
料
　
普
通
・
小
型
・
軽
自
動

車
と
も
に
、
一
目
一
台
五
百
円
で
す
。

た
だ
し
、
使
用
料
を
徴
収
す
る
の
は

来
年
四
月
一
日
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で

の
期
間
は
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

◆
使
用
料
金
の
納
付
方
法
　
利
用
者

は
、
駐
車
場
か
ら
出
車
の
と
き
に
、

イ
ナ
モ
ト
旅
館
、
長
亀
屋
商
店
に
使

用
許
可
証
を
返
還
し
、
駐
車
日
数
に

相
当
す
る
料
金
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

（
料
金
納
付
は
来
年
四
月
一
日
以
降
）

◆
使
用
期
間
　
連
続
し
て
使
用
で
き

る
の
は
五
日
間
以
内
で
す
。

　
な
お
、
両
駐
車
場
と
も
に
、
使
用

を
開
始
す
る
の
は
十
一
月
十
五
日
か

ら
で
す
。

　
十
日
町
ー
湯
沢
間
に

　
　
直
通
バ
ス
九
往
復

　
新
幹
線
開
通
と
同
時
に
、
越
後
交

通
で
は
十
日
町
H
六
日
町
“
湯
沢
間

．
の
バ
ス
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

　
十
目
町
－
湯
沢
間
に
は
新
幹
線
に

接
続
し
て
、
一
日
九
往
復
運
行
さ
れ
、

所
要
時
間
は
一
時
間
十
分
（
急
行
）

で
す
。
な
お
、
時
刻
表
は
下
記
の
と

臼
お
り
で
す
。

人
権
相
談
所
を

　
　
　
　
　
開
設
し
ま
す

　
新
潟
地
方
法
務
局
と
長
岡
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お
り

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
』

は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
六
日
（
火
）

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
十
日
町
市
公
民
館
本
館

相
談
担
当
者
　
法
務
局
長
岡
支
局
職

員
、
人
権
擁
護
委
員
（
武
田
文
雄
－

土
市
、
小
林
賢
秀
ー
川
原
町
、
竹
内

茂
－
内
後
、
中
林
秀
一
郎
－
中
町
）

急…急行…70分　快…快速…75分十日町一六日町一湯沢線

各種相談へ
〔交通事故相談〕　11月1日（月）

〔定例行政相談〕　11月18目休）

〔巡回内職相談〕　11月19日囲

　　　いずれの相談も

時間　午前10時～午後3時

会場　市役所市民相談室

十日町
駅前発

山本
発

長里
発

六日町
駅角発

湯沢
駅前着 湯沢駅発接続新幹線列車

湯　沢
駅前発

六日町
駅角発

長里
発

山本
発

十日町

駅前着

快6：15 6：20 6：31 6：53 7：28　　　　1上り8：00：

　　　　1

六日町駅発

6：30
6：51 6：59 7：10

一
急7：15 7：20 7：31 7：53 8：23

　　　　『
上り9：0α

　　　　1

六日町駅発

7：50
8：11 8：19 8：30

一
快7：50 7：55 8：06 8：28 9：03　　　　1上り9：40：　下り7：45

　　　　1
快8：00 8：35 8：54 9：02 9：13

快9：15 9：20 9：31 9：53 10：28 　　　　1上り11：001

　　　　1 一
六日田囎

9：31
9：51 9：5910：10

快10：15 10：20 10：31 10：53 11：28 　　　　1上り12：00：　下り9：06

　　　　1
快9：20 9：55 10：14 10：22 10：33

快12：00 12：05 12：16 12：38 13：13 　　　　1上り13：40：　下り10：06

　　　　1
急10：20 10：50 11：09 11：17 11：28

急14：15 14：20 14：31 14：53 15：23 　　　　1上り16：00：　下り12：45

　　　　1
快13：00 13：35 ／3154 14：02 14：13

快15：50 15：55 16：06 16＝28 17：03 　　　　1上り17：40：　下り15：06

　　　　1
快15：20 15＝5野 16：14 16：22 16：33

17：20 17：25 17：36
六日田駅止 1

：下り15：45　16：06
1

急16：20 16：50 17：09 17：17 17：28
18：00

快18：00 18：05 18：16 18：38 19：13 　　　　1上り19：40：　下り17：45

　　　　1
快18：00 18：35 18：54 19：02 19：13

19：20 19：25 19：36
六日町駅止 1

：下り18：45　19：06
1

急19：20 19：50 20：09 20：17 20：28
20：00

20：40 20：45 20：56 六唖趾
：
1
　 下り20：15 急20：30．21：00 21：19 21：27 21：38

21．20

この路線は、これまでの十日町一六日町線にかわるものです。
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一
團
署
年
禽
團

　
農
業
者
年
金
は
、
農
家
の
方
々
の

老
後
の
生
活
の
安
定
と
農
業
経
営
の

若
返
り
等
を
目
的
と
し
て
国
の
政
策

に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
農
家
の
方
々

の
た
め
の
年
金
制
度
で
す
。

　
農
業
者
年
金
の
加
入
者
は
老
齢
に

な
っ
て
他
の
農
家
や
自
分
の
後
継
者

に
経
営
移
譲
し
て
農
業
経
営
か
ら
引

退
し
た
と
き
は
、
経
営
移
譲
年
金
が

六
十
歳
（
六
十
歳
後
移
譲
の
と
き
は
、

移
譲
日
）
か
ら
終
身
支
給
（
六
十
五

歳
後
は
十
分
の
一
の
年
金
額
支
給
）

さ
れ
ま
す
．
ま
た
経
営
移
譲
し
な
く

て
も
六
十
五
歳
か
ら
農
業
者
老
齢
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
初

　
　
現

　
　
月

　
　
　

　
　
年

　
　
57

　
　
（農業者年金額等

　
な
お
、
い
ず
れ
の
年
金
も
、
保
険

料
納
付
済
の
被
保
険
者
期
間
等
が
二

十
年
以
上
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
早
目
に
加
入
資
格
を
確
認

し
、
加
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

岡
四
で
き
る
資
圃
凹

　
農
業
者
年
金
に
は
、
法
律
上
当
然

に
被
保
険
者
と
さ
れ
る
「
当
然
加
入
」

と
本
人
の
希
望
に
よ
っ
て
被
保
険
者

と
な
る
「
任
意
加
入
」
と
が
あ
り
ま
す
。

圓
剛
入
の
資
格
者
の
・
圏
凹

　
当
然
加
入
の
資
格
者
は

ω
　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て

ω
　
自
分
名
義
の
農
地
等
（
農
地
と

　
採
草
放
牧
地
）
が
五
十
ア
ー
ル
以

保険料

納付済

期　間

保険料納付総額
（）内は特定保険料

納付び）とき

年　金　額（1年間の支給額〉

経営移譲年金 農業者老齢年金

60歳～64歳のとき 65歳以降 （65歳以降）

20年
（40歳から加入）

1，560，000円 858，000円 85，900円 214，800円

25年
（35歳から加入）

1，962，000円 1，072，500円 107，400円 268，500円

30年
（30歳から加入）

2，364，000円
（2，262，600円）

1，287，000円 128，900円 322，200円

35年

（25歳かρ）加入）

2，766，000円
（2，549，400円）

1，501，500円 150，400円 375，900円

40年

（20歳かρ）加入）

3，168，000円
（2，836，200円）

1，716，000円 171，800円 429，600円

（注）1．年金支給額（年額）は、次の算式により算出しました。
　　　（1）経営移譲年金（60歳～64歳）（3，575円×保険料納付済期間の月数）
　　　（2）経営移譲年金（65歳以上）（358円×保険料納付済期間の月数）
　　　（3）農業者老齢年金（895円×保険料納付済期間の月数）
　　2．保険料納付総額は、57年1月力♪ら適用されている保険料の額により計
　　　　算してあります．

　
上
あ
る
農
業
経
営
主
で
あ
っ
て

⑥
　
そ
の
う
え
、
六
十
歳
に
達
す
る

　
月
の
前
月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間

　
等
が
二
十
年
以
上
と
な
る
人
で
す
。

　
当
然
加
入
に
該
当
し
て
い
る
と
き

は
、
該
当
し
た
目
か
ら
被
保
険
者
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
早
急
に

加
入
の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
．

　
特
に
、
経
営
移
譲
年
金
を
受
け
て

い
る
父
親
等
か
ら
農
業
経
営
を
譲
り

受
け
た
後
継
者
は
、
直
ち
に
加
入
の

手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

國
嗣
入
の
資
格
者
の
…
團
凹

　
任
意
加
入
の
資
格
者
は
、
前
述
の

ω
と
⑥
の
要
件
を
満
し
て
い
て
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
人
で
す
．

⑦
自
分
名
義
の
農
地
等
が
三
十
ア

　
ー
ル
以
上
五
十
ア
ー
ル
未
満
で
あ

　
り
、
年
間
労
働
時
間
が
七
百
時
間

　
以
上
の
農
業
経
営
主

⑦
自
分
名
義
の
農
地
等
が
五
十
ア

　
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営
主
の
直
系

　
卑
属
（
子
や
孫
）
の
う
ち
、
そ
の

　
経
営
主
か
ら
農
業
後
継
者
と
し
て

　
指
定
さ
れ
た
一
人
の
者
で
あ
っ
て

　
引
き
続
き
三
年
以
上
農
業
に
従
事

　
し
て
い
る
人
で
す
。

　
任
意
加
入
の
資
格
者
に
該
当
し
て

い
る
と
き
は
、
加
入
を
申
し
出
て
も
加

入
を
申
し
出
た
と
き
か
ら
し
か
被
保

険
者
に
な
れ
ま
せ
ん
の
で
早
め
に
加

入
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
す
。

團
間
は
内
凹

　
農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年
金
や

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
保
険
料
納
付

済
期
問
等
が
二
十
年
あ
れ
ば
受
給
で

き
る
の
で
四
十
歳
近
く
に
届
出
し
て

保
険
料
を
納
付
す
れ
ば
十
分
と
考
え

て
お
ら
れ
る
人
が
い
る
よ
う
で
す
が
、

ぎ
り
ぎ
り
で
加
入
す
る
と
あ
と
で
厚

生
年
金
に
加
入
す
る
な
ど
に
よ
り
被

保
険
者
資
格
を
喪
失
し
た
り
、
又
は
、

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
期

間
不
足
を
生
じ
た
場
合
は
年
金
の
受

給
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
の
で
余
裕
を
も
っ
て
早
め
に
届

出
を
し
、
安
全
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
は
昭
和
十
七
年
生
ま

れ
の
人
が
四
十
歳
に
な
り
ま
す
の
で

一
日
も
早
く
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

同
兇
入
す
る
ほ
ど
圃
凹

　
年
金
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
月

数
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
長
期
間
納
付
す
る
程
多
額

の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
早

く
加
入
す
る
ほ
ど
有
利
で
す
。

（
別
表
参
照
）

　
ま
た
、
三
十
五
歳
以
下
の
後
継
者

で
一
定
の
要
件
を
備
え
て
い
る
人
は
、

保
険
料
が
三
割
ほ
ど
安
く
な
る
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
若
い
後
継
者
は

ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
任
意
加

入
し
て
く
だ
さ
い
。

．
鍮
鍵
響

　
県
が
先
き
に
募
集
し
た
、
国
民
年

金
標
語
の
応
募
が
千
六
百
九
十
六
点

あ
り
審
査
の
結
果
、
つ
ぎ
の
標
語
が

出
稼
ぎ
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ

入
選
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
作
品
　
村
上
市
　
羽
深
茂

親
と
子
が
笑
顔
で
語
る
国
民
年
金

　
優
秀
作
品
　
五
泉
市
　
小
黒
精
治

年
金
は
親
・
子
・
孫
の
た
す
け
あ
い

　
佳
作
　
加
治
川
村
の
本
間
さ
ん
ほ

　
　
　
　
か
九
名

年
金
で
結
ぶ
社
会
と
明
る
い
我
が
家

年
金
は
若
さ
と
老
い
の
二
人
三
脚

ゆ
と
り
あ
る
老
後
の
幸
せ
国
民
年
金

ゆ
と
り
あ
る
明
日
に
向
っ
て
皆
年
金

　
　
　
　
　
　
お
と
な

国
年
を
納
め
て
成
人
の
仲
間
入
り

皆
年
金
小
さ
な
ひ
と
り
が
大
き
な
支

え積
み
立
て
て
老
後
に
み
の
る
国
民
年

金共
に
生
き
共
に
支
え
る
国
民
年
金

年
金
は
社
会
が
果
た
す
親
孝
行

生
き
甲
斐
を
あ
し
た
に
つ
な
ぐ
国
民

年
金

　
ま
も
な
く
出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
み

な
さ
ん
に
、
市
役
所
か
ら
「
年
金
の

加
入
期
間
に
空
白
を
つ
く
ら
な
い
」

た
め
の
、
三
つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。　

　
　
　
「
年
金
手
帳
」
は

　
　
　
忘
れ
ず
に

　
　
　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
〃
”

　
職
場
に
出
向
い
た
ら
な
る
べ
く
早

く
年
金
手
帳
を
労
務
担
当
者
に
提
出

し
て
、
厚
生
年
金
の
加
入
年
月
日
を

記
入
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
初
め
て
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
人
は
、
厚
生
年
金
の
記
号

番
号
と
加
入
年
月
日
を
記
入
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
先
の
厚
生
年
金
の
加
入
期

間
は
、
将
来
、
国
民
年
金
の
加
入
期

間
と
合
算
し
て
通
算
老
齢
年
金
な
ど

を
受
け
る
た
め
の
大
事
な
期
間
と
な

り
ま
す
。

鱒
手
続
轄
か
多

　
出
稼
ぎ
先
の
職
場
で
厚
生
年
金
に

加
入
し
た
と
き
は
、
　
「
国
民
年
金
の

喪
失
届
」
を
、
ま
た
出
稼
ぎ
先
か
ら

帰
っ
て
き
た
と
き
に
は
「
国
民
年
金

の
加
入
届
」
を
、
そ
の
つ
ど
早
目
に

市
役
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
制
度
を
移
り
変
わ
る
場
合
、

そ
の
手
続
き
を
忘
れ
て
い
る
と
、
加

＊

入
期
間
に
「
空
白
期
間
」
を
作
る
原

因
と
な
る
ば
か
り
か
、
い
ず
れ
の
制

度
か
ら
も
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
、

忘
れ
ず
に
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

鞠鞭難聾

矛

　
年
金
の
加
入
期
間
に
「
空
白
」
が

な
く
て
も
、
老
齢
年
金
な
ど
を
受
け

る
た
め
に
は
、
保
険
料
は
決
め
ら
れ

た
期
限
ま
で
に
キ
チ
ン
と
納
め
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
出
稼
ぎ
に

出
発
す
る
前
に
も
う
一
度
、
納
め
忘

れ
の
保
険
料
が
な
い
か
確
か
め
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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思
い

出
の
つ
つ
じ
を
十
日
町
公
園
に

第

回
誕
生

　
子
ど
も
の
誕
生
を
記
念
し
て
、
十

日
町
市
の
花
「
山
つ
つ
じ
」
を
、
十

日
町
公
園
に
植
え
よ
う
と
い
う
、
誕

生
記
A
，
心
植
樹
祭
が
十
月
十
七
目
、
十

目
町
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
誕
生
記
念
「
思
い
出
の
つ
つ

じ
」
植
栽
事
業
は
今
年
か
ら
始
め
ら

れ
た
も
の
で
、
昨
年
一
年
間
に
生
ま

れ
た
約
六
百
人
を
対
象
と
し
て
、
当

己
昌
一
一
口

ぼくのつつじを植えたよ

日
は
三
百
二
十
人
の
赤
ち
ゃ
ん
と
両

親
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
な
ど
家
族
ぐ
る
み
で
約
千
人
が
参

加
し
植
樹
し
ま
し
た
．

　
諸
里
市
長
は
「
子
ど
も
の
幸
せ
を

願
う
の
は
親
の
気
持
で
あ
り
、
・
て
の

子
ど
も
を
育
て
る
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
の
つ
つ
じ
を
育
て
、
こ
の
公
園
を

つ
つ
じ
の
名
所
に
し
て
く
だ
さ
い
」

念
植
樹
祭

と
挨
拶
し
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら

は
「
子
供
が
成
長
し
た
時
、
親
子
で

こ
の
記
念
樹
を
見
に
来
た
い
」
　
「
大

変
良
い
企
画
で
す
。
子
供
同
様
に
育

て
た
い
と
思
い
ま
す
」
「
転
勤
族
で
、

い
つ
ま
で
も
十
目
町
に
居
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
十
日
町
の
良

い
記
ム
，
心
が
で
き
ま
し
た
」
　
「
市
民
の

憩
い
の
公
園
を
誕
生
記
今
心
の
植
樹
で

埋
め
る
ア
イ
デ
ア
は
ス
テ
キ
で
す
。

子
供
が
大
き
く
な
っ
た
ら
植
樹
を
し

た
事
を
言
い
聞
か
せ
、
い
つ
ま
で
も

十
日
町
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
子
に

育
て
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
思
い
出
事
業
は
、
こ
れ
か
ら

毎
年
続
け
ら
れ
、
百
年
で
十
万
本
の

つ
つ
じ
で
埋
め
よ
う
と
い
っ
た
遠
大

な
計
画
も
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
．

高齢者事業団設立

一125名が登録一

　“高齢者が社会参加し、働くことを通じて生き

がいを高めるとともに地域の福祉に寄与する、こ

とを目的に県下では五番目の『高齢者事業団』が

設立されました。10月18日午後1時半から設立総

会が商工会議所大ホールで開催されました。

「今の若者が持っていない技術、知識、才能等を

生かすことは、老齢化社会の中にあっては大切な

こと。生活の多様化によ1）仕事は多く存在するも

のだから、多くの市民から登録をしていただきた

いdと諸里市長が挨拶。続いて県知事（代理）、

須藤県議の来賓祝辞があ1）、役員の選任（理事長

に石沢資郎氏）など議案が審議されました。

　なお、この事業団の事務局は四ツ宮荘（智7－5708

番）内に設置され登録などを受けつけます。（現在

の登録数125名）

一’’“一｝神
で

ミティーラ壁画

大池こ完成

　
九
月
三
十
目
に
、
イ
ン
ド
、
ビ
ハ

ー
ル
州
か
ら
来
市
し
イ
＼
大
池
市
民

施
設
に
描
い
て
い
た
、
ガ
ン
ガ
・
デ

ビ
さ
ん
の
、
・
、
テ
ィ
ー
ラ
壁
画
が
十
八

日
完
成
し
ま
し
た
。
製
作
を
終
え
て

デ
ビ
さ
ん
は
「
毎
日
神
に
完
成
を
祈

り
な
が
ら
描
い
た
。
ク
リ
シ
ュ
＋
と
ラ

ー
ダ
を
描
い
た
大
作
が
思
い
通
り
描

け
て
う
れ
し
い
」
と
話
し
、
市
長
か

マ
ラ
ソ
ン
お
婆
さ
ん
十
日
町
に

蕉黛｝｝’

、
．
謹

　
十
月
十
六
日
、
マ
ラ
ソ
ン
お
婆
さ

ん
の
波
多
野
斐
さ
ん
（
東
京
都
新
宿

区
…
七
十
五
歳
）
が
ヒ
ョ
ッ
コ
リ
市

役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
波
多
野
さ
ん
は
、
東
京
オ
リ
ン
ビ

ッ
ク
で
、
ア
ベ
ベ
選
手
の
走
る
姿
に

感
激
し
て
走
り
始
め
、
こ
れ
ま
で
に

四
十
九
年
に
パ
リ
国
際
大
会
で
、
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
を
五
時
間
四
分
五
秒
で

走
り
、
今
年
の
九
月
に
も
、
河
口
湖

で
行
わ
れ
た
第
十
五
回
国
際
高
齢
者

世
界
大
会
に
出
場
し
、
六
時
間
三
十

一
分
五
秒
で
四
二
・
一
九
五
㎞
を
完

走
し
て
い
ま
す
。
日
本
一
周
に
も
挑

大作を描き、きものを贈られて

ニッコリするデビさん

ら
お
礼
に
、
紬
で
作
っ
た
十
日
町
小
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

唄
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

さ
れ
、
青
年
会
議
所
の
有
志
か
ら
一

は
、
デ
ビ
さ
ん
の
住
む
カ
ル
ハ
ヒ
村
一

に
「
手
動
ポ
ン
プ
」
が
贈
ら
れ
、
服
部
一

さ
ん
（
学
校
町
）
か
ら
は
、
留
袖
が
｝

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
大
任
を
終
え
、
～

着
物
を
き
せ
か
け
ら
れ
た
デ
ビ
さ
ん
一

は
思
わ
ず
ニ
ッ
コ
リ
し
て
い
ま
し
た
。
｝

戦
し
て
い
て
、
走
っ
て
い
な
い
の
は

石
巻
か
ら
青
森
、
長
崎
か
ら
鹿
児
島

ま
で
な
ど
五
箇
所
を
残
す
だ
け
だ
と

い
い
ま
す
。
こ
の
た
び
十
日
町
市
を

訪
れ
た
の
は
、
新
幹
線
開
通
を
記
念

し
て
三
国
峠
越
え
を
し
て
き
た
も
の

で
猿
ケ
京
か
ら
十
日
町
ま
で
三
日
間

で
走
り
抜
い
て
き
ま
し
た
．

　
波
多
野
さ
ん
は
「
走
る
こ
と
は
自

然
と
人
と
自
分
の
心
と
の
闘
い
。
五

十
七
歳
の
時
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
て
か

ら
、
何
か
ほ
か
の
こ
と
も
や
り
た
く

な
っ
て
、
水
泳
や
ナ
ギ
ナ
タ
、
詩
吟

も
始
め
た
の
で
す
よ
。
走
る
こ
と
は
、

す
べ
て
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
七
十
五
歳
の
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
元
気
さ
で
し
た
。
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1．人件費の状況（普通会計決算）

区　　分
住民基本台帳人口
　　（年度末）

歳出額
　　　A

人件費
　　　B

人件費率
（B／A）

昭和56年度

57．3．31

　　　　49，494人

　　　千円

10，408，347

　　　千円

1，898，112

　　％

18．2

榊
　
地
方
公
務
員

◆◎

榊
や
県
、
他
市
町

鱒
榊
と
の
均
衡
を
図

仲
…
　
そ
こ
で
、
市

嚇
崩
国
、
県
と
比
較

○◆

桝
表
し
ま
す
．

←

区　分 職員数

　　A

給　　　　与　　　　費 1人当た
り給与費
（B／A）給　　料 職員手当 期末・

弗　手当 計　B

昭和

57年度 428人

　　桐

886，083

　　桐

158，951

　　梱

374，094

　　　桐

1，419，128

柵
3
，316

区　　　分

十日町市 国 新潟県
区　分

一　般　行　政　職

決　定

初任給

採用2年経過日

給料額
初任給

採用2年経過日

給料額
初任給

採用簿経過日

給料額
平均給料月額 平均年齢

十日町市 170，300円 35．7歳

一　般

行政職

大学卒 　円101，900 　円112，600
　円
101，900 　円112，600

　円101，900 　円112，600 国 207，160円 40．0歳

高校卒 　円
85，900

　円
91，500

　円
85，900

　円
91，500

　円
85，900

　円
91，500 新潟県 210，854円 38．5歳

6．一般行政職の等級別職員数の状況（57年4月1日現在）
5．職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

　　　　　　　　　　　　　（57年4月1日現在）

区分 特1等級 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 計 区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

雛離 部　長 課　長 課長補佐 係　長
主　事 主　事 主事補

一般行政職

大学卒 　　円
166，800

　　円
186，400

　　円
249，500

職員数
人
6

人
18

人
53

　人
115

人
97

人
2
4

　人
313

高校卒 　　円
138，300

　　円
161，800

　　円
190，700

構成比 　％
1．9

　％
5．8 　％

16．9
　％
36．7

　％
31．0

　％
7．7

　％
100

（注）　1十日町市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です。

　　2標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です・

8．特別職の報酬等の状況

　　　（57年4月1日現在）

　’区　　　分 給料月額等

給
　
　
　
料

市　長 555，000円

助　役 425，000円

収入役 390，000円

報
　
　
　
酬

議　長 230，000円

副議長 190，000円

議　員 170，000円

期
　
末
　
手
　
当

市　長 （昭和56年度

　支給割合）

6月期　1．4月分

12月期　1．9月分

3月期　0．5月分

計　　3．8月分

助　役

収入役

議　長

副議長

議　員

（注〉経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合

　の採用後の年数をいいます。

7．職員手当の状況

区　　　　　分 十　目　町　市 国 新　　潟　　県

期末・勤勉

手　　　当

（難籍）

区　分 期　末　　勤　勉 期　末　　勤　勉 期　末　　勤　勉

6月期 1．4月分　　0．5月分 1．4月分　　0．5月分 1．4月分　0．5月分・

12月期 1．9月分　O．6月分 1．9月分　　0．6月分 1．9月分　0．6月分

3月期 0．5月分　　一月分 0．5月分　　一月分 0．5月分　　・一月分

計 3．8月分　　1．1月分 3．8月分　1．1月分 3．8月分　　1．1月分

退職手当

（支給率）

区　分 自己都合　　勧　奨 自己都合　　勧　奨 自己都合　　勧　奨

最高限度額 60．0月分67．5675月分 60．0月分67．5675月分 60．0月分67．5675月分

勤続20年 21．0月分30．7125月分 21．0月分30．7125月分 21．0月分30．7125月分

勤続30年 41．25月分57．915月分 41．25月分57．915月分 41．25月分57．915月分

勤続35年 48．125月分67．5675月分 48．125月分67．5675月分 48．125月分67．5675月分

1人当たり
平均支給額

1，153千円　16，347千円

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です・
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　馨　
昭
和
五
十
六
年
度
の
水
道
事
業
決

算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
公
営
企
業
で
あ
る
水
道
事
業
は
、

公
共
性
と
経
済
性
を
常
に
調
和
さ
せ

健
全
な
経
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
．

　
前
年
度
は
大
幅
な
電
気
料
金
の
改

定
な
ど
で
経
営
が
悪
化
し
た
た
め
、

●収益的収入及び支出　　　（単位二千円）

配水管布設工事（五軒新田地内）

昭
和
五
十
六
年
四
月
使
用
分
よ
り
水

道
料
金
の
改
定
を
お
願
い
し
ま
し
た
．

　
こ
の
結
果
、
本
年
度
決
算
で
は
二

千
六
百
三
十
五
万
円
の
純
利
益
を
計

上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
は
、
漏
水
の
起
因
と
な

る
老
朽
管
の
布
設
替
工
事
、
消
火
栓

の
新
設
（
六
基
）
、
冬
期
間
の
井
戸

水
位
の
低
下
に
伴
う
水
源
不
足
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
の
補
強
井
戸
の
掘
削

ま
た
第
三
期
拡
張
事
業
と
し
て
、
新

開
地
に
配
水
管
布
設
工
事
を
五
ヵ
所
、

二
千
六
百
メ
ー
ト
ル
施
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
施
設
の
よ
り
効
率
的
運
，

用
を
図
る
た
め
、
電
気
施
設
の
見
直

し
、
漏
水
の
早
期
発
見
修
理
な
ど
を

重
点
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
水
道
は
市
民
生
活
の
基

本
的
な
施
設
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

常
に
豊
富
、
清
浄
、
低
廉
な
給
水
に

費用項目 金　額 収益項目 金　額

企業債利息 135，992 給水収益 391，505

職員給与費 89，466 受託工事収益 44，143

減価償却費 61，768 他会計負担金 34，167

動　力　費 57，699 その他収益 7，081

受託工事費 44，040

修　繕　費 43，313

そ　の　他 18，268

当年度純利益 26，350

合　　　計 476，896 合　　　計 476，896

（単位二千円）●資本的収入及び支出

支出科目 金　額 収入科目 金　額

建設改良費 136，647 企　業　債 95，000

企業債償還金 17，465 負　　担　金 3，595

そ　の　他 10

合　　　計 154，112 合　　　計 98，605

不足額55，507千円は損益勘定留保資金で補填

努
力
し
て
ゆ
き
ま
す
。
水
道
事
業
に

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
決
算
状
況
及
び
業
務
状
況

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

国
の
進
学
ロ
ー
ン

　
　
　
　
　
ご
利
用
を

　
国
の
進
学
・
ー
ン
は
、
昭
和
五
＋

四
年
創
設
以
来
、
毎
年
貸
付
額
が
増

加
し
、
多
く
の
進
学
者
の
家
庭
に
役

立
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
資
金
も
四
百
五
十
億

円
に
増
額
さ
れ
十
一
月
か
ら
取
扱
い

を
開
始
し
ま
す
。

●
利
用
対
象
者
　
来
春
高
校
、
大
学
、

専
門
学
校
等
へ
進
学
さ
れ
る
か
た
の

父
兄
（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

●給水業務の状況
区　　　　　分 昭和56年度 昭和55年度 増減（△》 比率（咽

給　水　戸　数　（戸） 7，670 7，640 30 100．4

給　水　人　口　（人） 29，967 30，159 △　　192 99．4

年間使用水量（司 3，066，464 3，074，196 △7，732 99．7

1日最大配水量（司 15，141 17，440 △2，299 86．8

1日平均使用水量（司 8，401 8，422 △　　　21 99．8

1人1日平均使用水量（の 280 279 1 100．4

●
融
資
額
　
五
十
万
円
以
円

●
資
金
の
使
い
み
ち
　
進
学
に
あ
た

っ
て
必
要
と
す
る
資
金

●
融
資
期
間
　
進
学
す
る
学
校
の
修

業
年
限
以
内
（
最
長
四
年
。
た
だ
し
、

短
期
大
学
等
修
業
年
限
が
二
年
の
も

の
は
三
年
以
内
。
交
通
遺
児
家
庭
及

び
母
子
家
庭
に
つ
い
て
は
修
業
年
限

に
一
年
を
加
え
最
長
五
年
以
内
〉

●
貸
付
利
率
　
年
八
・
四
％

●
保
証
人
　
一
名
以
上

●
取
扱
機
関
　
国
民
金
融
公
庫
支
店

の
ほ
か
、
も
よ
り
の
銀
行
、
信
用
金

庫
、
信
用
組
合
、
農
協
の
窓
口

●
取
扱
期
間
　
五
十
七
年
十
一
月
か

ら
五
十
八
年
四
月
ま
で

　
く
わ
し
く
は
銀
行
等
の
支
店
か
国

民
金
融
公
庫
長
岡
支
店
（
猛
〇
二
五

八
ー
三
六
－
四
三
六
〇
番
）
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

秋
植
え
造
林
の

　
苗
木
注
文
受
付
中

　
市
・
農
林
課
で
は
、
こ
と
し
秋
植

え
を
希
望
さ
れ
る
か
た
の
苗
木
の
注

文
を
つ
ぎ
の
要
領
で
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
先
　
十
日
町
森
林
組
合
造
林

係
（
曾
八
－
三
二
五
番
）

　
※
電
話
で
の
注
文
も
で
き
ま
す
。
・

◎
必
要
事
項
　
植
林
地
の
大
字
・
字
・

地
番
・
面
積
と
植
林
本
数
（
注
文
本

数
）
が
必
要
で
す
。

◎
申
込
期
限
　
十
月
三
十
日

　
な
お
、
苗
木
の
配
布
は
十
一
月
上

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
補

助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

税を
知る週間

税8知る週間

以～％・

～この社会あなたの

　税が　生きている～

　　　　　　￥　　N

　　　　　留し曾

り」　　　ワ　　　；『
イσ

晶
，“、　　　　『　　・　　ノ

　税金は、国がしごとをするための大

切な財源です。また、税金は私たちの

目常生活のいろいろな面でかかわりあ

っています。

　このように身近かな税金の仕組みゃ

使いみちを理解していただくため、11

月11日～17日までを「税を知る週間」

として、税にづいての資料展、臨時税

務相談所の開設などを行います。

　あなたも各種の行事にお出かけにな

りませんか。詳しくは十日町税務署へ

（E2－3181番）

福
祉
年
金
証
書
を
交
付
し
ま
す

　
牽
｝
月
期
の
福
祉
年
金
の
支
払
い

が
餐
郵
穫
謁
で
始
濠
η
ま
す
。
そ
の

晶
麟
に
福
　
灘
鑑
議
金
証
書
態
、
つ
ぎ
の
欝

程
で
お
濃
…
難
し
衷
灘
の
で
即
鑑
及
ぴ

裸
管
驚
饗
持
参
の
滋
指
定
の
場
所
で

お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。
（
受
け
と
り

は
、
代
理
の
か
た
で
も
結
構
で
す
。
）

　
例
隼
肇
前
串
は
混
み
合
い
ま
す
が
、

午
後
か
ら
は
銚
較
的
す
い
て
い
ま
ず
。

簿
，
、
　
時

鍵
祉
傘
金
議
毒
交
懸
場
所

受
　
給
　
郵
　
便
　
局

U
月
難
穏
く
添
）

午
渤
響
時

．
奪
肇
後
4
時

薦
役
駈
市
疑
生
活
課

牽
β
町
郵
便
局

十
昌
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
簿
町
高
田
郵
便
局

市
農
協
新
水
事
業
蕨

新
水
簡
易
郵
便
局

羽
根
川
荘
（
俵
山
に
》

嚢
　
箇
　
郵
　
便
　
局

短
拾
簡
易
郵
便
局

『
州
治
簡
易
郵
便
局

中
条
　
公
　
民
館

漁
沼
中
条
郵
便
局

下
　
条
　
公
　
民
　
館

濾
　
条
　
郵
　
便
　
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

水
　
沢
　
公
　
民
館

圭
　
市
　
郵
　
便
　
局

越
後
水
沢
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

n
月
駕
日
（
金
）

．
午
前
9
時

～
午
後
3
時

市
役
所
市
民
生
活
諜

十
日
町
郵
便
局

十
臼
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

水
　
沢
　
公
　
民
　
館

土
　
市
　
郵
　
便
　
局

　
　
　
　
∂
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世
の
中
の
進
歩
に
反
比
例
し
て
、
人
の
心
の
不
健
康
の

問
題
が
社
会
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
。
社
会
が
多
様
、
複
雑
化
し
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
人
の
心

も
複
雑
に
動
い
て
ゆ
く
こ
と
は
自
然
な
こ
と
と
い
え
ま
す

が
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
病
が
重
く
な
っ
た
と
い
う

例
も
多
く
見
ら
れ
る
昨
今
で
す
。
そ
ん
な
”
心
の
不
健
康

の
問
題
“
を
特
集
し
ま
し
た
。

支
え
あ
う
力
が
失
わ
れ
て
…
・
・

　
　
　
　
　
　
”
心
の
病
”
が
多
発
す
る

　
最
近
は
“
子
ど
も
は
二
人
位
”
と

い
う
家
庭
が
増
え
で
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
老
人
だ
け
の
世
帯
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
家
族
が
少
な
い
と
ま
と

ま
り
が
良
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
逆
に
心
の
健
康
を
保
っ
て
い

く
た
め
に
、
お
互
い
が
支
え
あ
う
力

が
弱
っ
て
来
て
い
る
と
い
う
一
面
を

見
逃
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
若
い
母
親
に
と
っ
て
子

育
て
は
、
ひ
と
昔
よ
り
も
ず
っ
と
責

任
の
重
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、

ま
た
老
人
だ
け
の
世
帯
で
は
将
来
の

生
活
不
安
や
孤
独
感
が
強
ま
っ
て
い

ま
す
。
夫
婦
中
心
の
人
数
の
少
な
い

家
庭
で
は
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
家
庭

が
崩
壊
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
事
例

も
多
く
あ
る
よ
う
で
す
．

　
こ
の
よ
う
な
現
代
社
会
に
あ
っ
て

心
の
不
健
康
を
訴
え
る
人
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
単
純
に
体
の
病

気
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
も
、

精
神
的
ス
ト
レ
ス
の
た
め
発
病
し
た

り
、
病
気
を
重
く
し
て
い
る
場
合
が

多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

“
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
”
　
“
う
つ
病
”
　
“
心

身
症
”
　
“
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
”
　
“
薬

物
依
存
”
　
“
登
校
拒
否
”
　
”
家
庭
内

暴
力
”
”
自
殺
”
な
ど
は
い
わ
ゆ
る
心

の
病
気
が
引
き
起
こ
す
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
内
科
等
の
外
来
で
は
、
三
人
に
一

人
は
ノ
イ
・
ー
ゼ
又
は
心
身
症
的
な

患
者
と
も
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

私
た
ち
の
身
近
か
に
起
こ
っ
て
い
る

こ
の
よ
う
な
現
象
を
、
ひ
と
り
一
人

が
、
家
族
と
い
う
基
盤
の
中
で
も
う

一
度
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

念　鶴
雛華

ゆ
恵

　　　　o
　　　rグ
も
O N‘77’》

4　　　 、　　　　　。。罐

　　へ　藤

　「心が不健康な状態」とは次のような

場合があります。

　自分の場合を下記のケースと比較して

みてください。

　チェックすることも大切なことです。

①
い
つ
も
な
ら
で
き
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
あ
せ
る
。
情
な
く
思
う
自
分

が
ふ
が
い
な
い
。

②
元
気
が
な
い
。
生
き
生
き
と
し
た

力
が
な
い
。
何
を
す
る
に
も
お
っ
く

う
。
人
に
会
う
の
は
気
が
重
い
。

③
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
い
。
堂
々
め

ぐ
り
で
判
断
が
つ
け
に
く
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
曽

　
　
　
　
　
〉
QO

鼠
・
多
修

④
失
敗
、
悲
し
み
、
失
望
、
落
胆
、

病
気
等
で
ガ
ッ
ク
リ
き
て
い
つ
ま
で

も
立
ち
直
れ
な
い
。

身
近
か
に
考
え
る
こ
と
が
大
切

の
も
の
か
ら
心
の
健
康

保
持
に
努
め
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
健
康
な
る
社
会
生
活

を
営
む
た
め
の
環
境
づ

く
り
を
自
ら
が
行
う
こ

と
。
例
え
ば
、
少
々
の

今
ま
で
は
“
心
の
病
気
”
に
つ
い

て
は
、
専
門
家
に
ま
か
せ
て
お
く
よ

り
仕
方
が
な
い
も
の
と
、
一
般
的
に

は
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
心
の
病
気
は
、
ス
ト
レ

ス
や
欲
求
不
満
あ
る
い
は
対
人
関
係

の
ま
ず
さ
な
ど
の
社
会
環
境
、
日
常

生
活
の
中
か
ら
生
じ
る
も
の
で
、
タ

バ
コ
の
吸
い
過
ぎ
や
過
度
の
飲
酒
な

ど
を
避
け
る
こ
と
に
よ
り
、
身
近
か

　
　
●
、
、
、

鋳
．
，

　
　
ド
ジ
ガ
ロ
あ

　
　
○

っ
，

O
O

鋤
、
　
　
　
　
　
，

　
、

、、一，

ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
た
く
ま
し
さ
、

心
の
ゆ
と
り
、
気
分
転
換
な
ど
を
常

時
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
不
健
康

　　へ

rト湿1
》ぐ、

亀1

、、鱒、、、、

を
少
な
く
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

と
に
か
く
身
近
か
に
考
え
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。

⑤
電
車
等
に
乗
る
と
心
臓
が
苦
し
く

な
っ
た
り
不
安
で
し
よ
う
が
な
い
。

⑥
い
つ
も
緊
張
し
て
い
る
。
手
が
ふ

る
え
る
。

鯉ぐ・・ル福

！、錨薪驚

⑦
深
酒
を
す
る
。
酒
の
た
め
の
失
敗

も
多
く
、
や
め
よ
う
と
思
う
が
な
か

な
か
や
め
ら
れ
な
い
。

⑧
他
人
の
態
度
や
自
分
を
見
る
目
つ

き
が
何
か
意
味
あ
り
げ
で
不
安
だ
．

ま
た
陰
で
自
分
の
う
わ
さ
を
し
て
い

る
よ
う
に
も
感
じ
る
。

⑨
困
っ
た
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
感

じ
が
す
る
。
そ
の
理
由
が
ま
っ
た
く

わ
か
ら
な
い
。

⑩
自
分
が
自
分
で
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
現
実
感
が
薄
れ
て
き
て
何
事
に

も
興
味
が
湧
い
て
こ
な
い
。

〔
し
か
し
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
全
て

病
的
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
勿
論

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
将
来
に
精
神
障

害
に
発
展
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
“
心
の
悩
み
”
は
、
そ
の
芽
の
う

ち
に
摘
み
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
賢
明
な
こ
と
と
い
え
ま

す
。
〕
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★
気
分
転
換
を
〃
”

　
ー
ス
ト
レ
ス
に
打
ち
克
つ
た
め
に

レ
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
自
分
の
好
き

な
も
の
で
気
分
転
換
を
は
か
ろ
う
ー

★
い
つ
も
気
楽
に
話
し
あ
え
る
人
f

よ
い
聴
き
手
を
見
つ
け
よ
う
〃
”

★
感
情
は
お
さ
え
る
こ
と
よ
り
、
う

ま
く
表
現
し
よ
う
〃
“

★
ユ
ー
モ
ア
を
う
ま
く
使
お
う
〃
“

★
と
き
に
は
逆
療
法
を
〃
”

　
ー
イ
ヤ
な
こ
と
、
避
け
た
い
こ
と

も
時
に
は
思
い
き
っ
て
積
極
的
に
取

り
く
ん
で
み
よ
う
ー

★
家
庭
の
悩
み
は
仕
事
で
解
消
〃
“
仕

事
の
悩
み
は
家
庭
で
解
消
〃
“

★
マ
イ
ペ
ー
ス
〃
心
の
ゆ
と
り
を
〃
”

気
軽
に
利
用
し
ま
し
よ
う
”

　
　
め

◎。
ら

　
｝
｝

（（

　
「
病
気
か
な
」
と
思
っ
た
り
「
こ
の
ま
ま
だ
と
病
気
に

な
り
そ
う
だ
」
と
心
配
な
時
は
、
早
目
に
、
市
の
保
健
セ

ン
タ
ー
や
保
健
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

精
神
衛
生
相
談
員
、
保
健
婦
な
ど
が
「
心
の
健
康
」
に
つ

い
て
相
談
・
助
言
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
の
あ
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
を
し
て
か
ら
お

い
で
く
だ
さ
い
。
　
〔
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
〕

　
　
　
　
十
日
町
保
健
所
　
B
七
－
二
四
〇
〇
番

（
連
絡
先
）
市
保
健
セ
ン
タ
査
七
⊥
二
二
一
璽
二
七

融

£
込

呑

ハ

糖
尿
病
検
診
を
実
施
し
ま
す

1
尿
に
糖
の
で
た
こ
と
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
受
診
を
ー

●
日
時
11
月
24
目
困

　
（
受
付
…
8
時
20
分
～
40
分
〉

●
会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
i

●
検
診
料
千
円

●
申
込
先
　
－
電
話
申
込
可
1

　
　
　
　
市
役
所
保
健
衛
生
課

　
　
　
　
保
健
衛
生
係

（
奮
七
⊥
三
一
一
番
内
線
二
二

七
）●

申
込
期
限
　
11
月
13
日
出
ま
で

”月8日は“いい歯の日”

　
日
本
人
の
九
割
近
く
は
”
虫
粛
患
者
”
と
い

わ
れ
ま
す
。
多
く
の
人
が
こ
の
虫
歯
に
悩
ま
さ

れ
た
経
験
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
精
神
的

肉
体
的
、
経
済
的
な
負
担
は
決
し
て
軽
く
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
あ
り
ふ
れ
た
虫
歯
は

何
故
か
減
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
当
市
で
は
、
乳
幼
児
の
虫
歯
り
患
率
は
年
々

少
し
ず
つ
減
っ
て
来
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
、
虫
歯
予
防
に
関
心
を
持
ち
、

甘
い
お
や
つ
を
減
ら
し
、
辛
抱
強
く
歯
み
が
き

を
続
け
さ
せ
て
い
る
成
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
「
子
ど
も
の
歯
は
、
ど
う
せ
生
え
変

わ
る
か
ら
虫
歯
な
ん
か
…
…
」
と
考
え
る
人
も

多
く
い
る
よ
う
で
す
。
乳
歯
の
虫
歯
は
永
久
歯

に
多
く
の
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
も
う
一
度
、
い
い
歯
を
つ
く
る
た
め
に
家
族

み
ん
な
で
、
わ
が
家
の
虫
歯
予
防
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。

　　　　疋しクいはのみか巻かた
・はのそとがわし』．・・ぐ一，ハ）7，　　C＾．義）

　ほっぺたがゆのコアごロらゆ　　　ロ　し

みがきかた、濁、　司⊃

〔灘響躍〕健康な歯のために一…

　　袋町・山田さち子さん

　はのねもとへはぷらしをつけて、はのさきのほうへ、

はぷらしを　まわしながらみがきます。

　　　　　　ぺ　　　　　ら，　　‘A　肉o）　　　．．

　　　　　う　　汽グ
　　　　　　（1業　ノも群のまえばのうち
　　　　　　　　　　　　　ノ

ノノ屍．ンノ雛芝く講．讐
ノ　　　　ー・

■　　　　　　一　　　　　　　ひくようにしてみがき

　　　＼rj〉　　麟
1のはのうちがわも、はぷらしをまわしながらみがき　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐう。むずかしいので、よくれんしゅうして　ください。　　ジ

●はのうちがわ
　　　　　　
　　（したのあるほう）

　　のみがきかた

阪
　　　　　“　、、
　　　一　　　』
　　　　　　、〇
　　　　　一F，r　r’r1
　　　　　　　　　　　　　　’ワ　　　　　　　■，
　　　　　　　　DO8　　　　r㌔　　　　　　．呂
　　●

　
最
近
は
虫
止
圏
予
防
の
意
識
が
高
ま

り
、
三
歳
児
健
診
で
虫
歯
の
な
い
子

が
少
し
づ
つ
増
え
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
私
の
長
女
も
三
歳
児
健
診
で
は

虫
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
健
康
な
歯
を
、
い
つ
ま
で
守
り

続
け
る
事
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

親
が
一
生
懸
命
歯
み
が
き
習
慣
を
つ

け
よ
う
と
思
っ
て
い
て
も
、
子
供
に

　
き
　
。

　
が
い

　
み
　
さ

　
　
だ

　
ら　

が
く

　
な
て

し
　
し

　
わ
　
う

　
ま
　
ゆ

を
し

　
　
ん

し
　
　
　
　
　
o

　
　
れ
　
　
・

　
ら
　
　
　
　
　
㌧

　
ぷ
　
く
　
さ

　
は
よ
　
だ

　
　
　
　
く

　
ヤ
　
　
ヤ

も
で
　
て

　
わ
の

　
　
　
　
い

　
　
　
　
が

　
　
　
　
み

　
　
　
　
シ

　
　
　
　
ゴ

　
　
。
　
シ

　
の
　
う

　
　
　
　
ゴ

差
　
よ

若
し
　
よ

ら
ま
判

　
　
　
　
み

　
　
　
　
の

　
　
　
　
ば

将
酬

は
ま
だ
虫
歯
の
怖
さ
が
解
り
ま
せ
ん

私
も
虫
歯
の
経
験
が
な
い
為
に
、
そ

の
痛
さ
、
苦
痛
を
他
人
か
ら
聞
か
さ

れ
た
様
に
話
し
て
聞
か
せ
る
訳
で
す

が
、
子
供
は
実
際
に
痛
く
な
い
痛
み

を
理
解
で
き
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
い
く
ら
親
が
一
生
懸
命
、

「
歯
を
み
が
き
な
さ
い
」
と
言
っ
た

所
で
、
機
嫌
が
良
け
れ
ば
す
る
し
、

機
嫌
が
悪
か
っ
た
り
、
眠
か
っ
た
り

す
る
と
、
し
な
い
で
眠
っ
て
し
ま
う

事
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
だ
幼
な
い

の
で
無
理
も
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
、
子
供
と
一
緒
に
み
が

く
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
親
が
み

が
い
て
い
る
様
子
を
見
て
子
は
育
ち

ま
す
。
い
つ
か
そ
れ
が
習
慣
と
し
て

身
に
つ
い
て
く
れ
る
事
を
願
い
つ
つ

夜
の
歯
み
が
き
は
欠
か
さ
ず
、
子
供

と
一
緒
に
や
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
．

虫
歯
の
な
い
よ
い
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
月
分
）

住　　　所 氏　　　名 保護者
山本町3丁目 鈴木　裕美 洋一
上　　　　原 水落　健二 光男

袋　町　東 小川　友子 康雄

中条旭町 登坂　洋介 年一
田川町2丁目 柳　　雅士 茂男

旭　　ケ　丘 藤崎　慎平 幸雄

稲荷町西 中町　直樹 君芳

中条新田 上田　浩子 勉

新座第1 金高　幸子 庚造

土市第4 宮沢　　博 良夫

四日町第4 高橋　　瞳 正人
関　根　　2 南雲　郁美 本一

北新田　1 阿部奈緒子 隆次

川治内後 上村　真衣 優一

川治下町1 遠田美津子 功一
中　　　　手 江村　　愛 新一
稲　　　　葉 児玉　綾子 幸夫



昭和57年10月25日1”1”1””1”II”Ill”1””1”””1”1”Ill，”””””1”””1””1”””1””””II””11。とお”夢3お」田5ぜ駈II”””1”Illl”II⑧

笹
山
野
球
場
竣
工

高
校
野
球

竣
轟
誰
灘
鰹
幾
蹴
典

十
月
三
十
一
日
・
午
前
九
時
～

竣
工
記
念
高
校
野
球
招
待
試
合

十
日
町
高
校
対
長
岡
高
校

　
　
　
　
　
（
午
前
十
時
～
）

十
日
町
実
業
高
校
対
小
出
高
校

　
　
　
　
　
（
午
後
○
時
半
～
）

　
　
　
　
入
場
無
料

連
盟
選
猿
難
椀
識
合

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
八
時
半
～
九
時
受
付

九
時
…
試
合
開
始

廟
類
韓
v
戦
も

　
参
加
希
望
者
は
、
ど
な
た
で
も
受
付

　
け
時
間
内
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
会
場
に

　
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
大
…
罧
灘
麟
撫
織
試
合

　
※
連
盟
に
加
盟
し
て
い
る
選
手
の

個
人
申
し
込
み
。
職
場
対
ク
ラ
ブ
対

抗
で
一
試
合
五
回
戦
を
行
い
ま
す
。

　
明
治
大
学
対
中
央
大
学

　
十
一
月
七
日
（
日
）
、
第
一
試
合

午
前
十
時
～
、
第
二
試
合
…
午
後
一

時
～

　
　
　
入
場
料

●
ネ
ッ
ト
裏
…
千
円
（
だ
れ
で
も
）

●
内
野
席
…
ス
タ
ン
ド
ー
大
人
七
百
円

高
校
生
五
百
円
、
小
中
学
生
四
百
円

芝
生
席
ー
大
人
五
百
円
、
高
校
生
三

百
円
、
小
中
学
生
二
百
円

●
外
野
席
…
百
円
（
だ
れ
で
も
）

　
※
入
場
券
は
教
育
委
員
会
、
市
民

体
育
館
、
岩
田
自
動
車
（
中
条
）
に

あ
り
ま
す
。

　
※
当
日
、
雨
天
中
止
の
場
合
の
払

い
戻
し
は
、
十
一
月
七
日
、
午
後
四

時
半
ま
で
、
笹
山
野
球
場
正
面
入
口

で
行
い
ま
す
。

　
※
開
門
は
午
前
八
時
半
で
す
。

学
校
開
放

後
期
申
込
み
受
付

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
十
日
町
中

学
校
な
ど
十
七
校
で
学
校
開
放
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
後
期
の
申
込
み
を

受
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
み
　
十
一
月
五
日
ま
で
に
体
育

課
（
B
七
－
三
二
一
番
内
線
二
七

五
）
へ
。

利
用
者
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
や

勤
め
て
い
る
人
が
十
人
以
上
で
、
責

任
者
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
団
体
．

11月のスポーツ行事

期日（曜） 大会・行事名 会　場 主　　　催

11／

5㈹～7（II）
第31回全国青年大会

国立競技場
　（東京）

井川純宏（1万㍍）
茂木裕（走り幅跳び）

11／

6㈹・7（日）
サイタリング納会ラリー 郡市内 サィタリング協会

11／14（日）

地区体協対抗
　バスケットボール大会

南中体育館
バスケットボール
　　　　　　協会

地区対抗
　バドミントン大会

川治小体育館 バドミントン協会

11／

20㈹・21（日）
市民体力テスト 市民体育館 教育委員会

11／21（日）

インディアカ講習会 〃 〃

郡市オープン卓球大会 〃 卓球協会

11／24㈱ 柔道　昇級審査会 武道館 柔道協会

11／28（日）
ミニバスケットボール

実技講習会
市民体育館 教育委員会

　　インディアカ実技講習会
　市教育委員会では、年齢や性別をとわず気軽に

やれる新しいスポーツ、インディアカなどの実技

講習会を行います。

日時　11月21日（日）午後7時～9時半

会場　十日町市民体育館

対象　ご婦人の皆さん、健康のつどい会員

講師　佐野久美さん、田口静江さん

　　一市体育指導委員一

　　市体育課職員

参加申込み　11月12日までに教育委員会体育課に

　　　100円（スポーツ保険希望者）をそえて

　　　当日会場での受付も行います（この場合

　　保険はかか1）ません）。

．
罎
畷
礁
鷺
縢
饗
篠
肇
⊥
位
の
み
－

　
　
駅
伝

地
域
の
部
…
青
雲
ク
ラ
ブ

職
域
の
部
…
消
防
署
A

学
生
の
部
…
十
日
町
高
校
A

　
　
野
球

小
学
生
の
部
－
青
葉
A

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
…
織
物
組
合

　
　
硬
式
テ
ニ
ス

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
…
阿
部
勝
久
（
十

日
町
ク
ラ
ブ
）
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
…

根
津
郁
子
（
ホ
ワ
イ
ト
ァ
・
i
）

　
　
軟
式
庭
球

一
般
男
子
A
…
湯
沢
一
彦
、
横
山
保

（
A
T
C
）
　
同
B
…
石
沢
房
一
、

酒
井
士
郎
（
桐
屋
）
　
シ
ニ
ア
…
関
谷

吉
次
、
蕪
木
勝
行
（
T
T
C
）
　
一

般
女
子
A
…
太
田
久
美
子
、
柳
智
子

（
桐
屋
）
　
婦
人
A
…
金
井
多
喜
子
、

原
和
子
（
L
T
C
）
　
同
B
…
小
西

マ
サ
子
、
加
藤
久
子
（
T
A
C
）

　
　
卓
球

一
般
男
子
…
影
山
裕
一
（
十
高
）

一
般
女
子
…
高
橋
君
子
（
労
金
）

セ
ミ
男
子
…
高
野
恒
善
（
協
会
）

セ
ミ
女
子
…
福
島
民
子
（
新
座
）

中
二
男
子
…
大
島
靖
文
（
南
中
）

中
二
女
子
…
佐
藤
百
合
子
（
南
中
）

中
一
男
子
…
藤
本
和
宏
（
十
中
）

中
一
女
子
…
八
木
一
美
（
南
中
）

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
…
南
陵
ク
ラ
ブ
、
女
子
…
十
高

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

パ
パ
マ
マ
バ
レ
ー
…
十
日
町
ク
ラ
ブ

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
ダ
ブ
ル
ス
A
…
梧
沢
信
也
（
川

治
体
協
）
、
斉
木
正
弘
（
十
日
町
電
設
）

同
B
…
柳
利
夫
（
吉
田
）
金
沢
晃
（
中

条
）
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
…
数
藤
清
美

（
電
々
）
、
田
中
淳
子
（
川
西
高
O

G
）
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
A
…
斉
木

正
弘
（
十
日
町
電
設
）
、
同
B
…
柳

利
夫
（
吉
田
）
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

A
…
田
中
淳
子
（
川
西
高
O
G
）
、

同
B
…
押
木
洋
江
（
川
西
高
校
）

　
　
体
操

中
学
個
人
総
合
・
男
子
…
山
口
幸
彦

（
中
条
中
）
、
　
女
子
…
今
井
順
子

（
十
日
町
中
）
　
高
校
一
般
個
人
総

合
男
子
…
蔵
品
徹
（
体
操
協
会
）
女

子
…
高
橋
尚
子
（
十
実
高
）

　
　
柔
道

小
学
生
低
学
年
…
宮
沢
清
（
水
沢
小
）

小
学
生
中
学
年
…
服
部
辰
広
（
川
治

小
）
　
小
学
生
高
学
年
…
川
田
勝
彦

（
水
沢
小
）
　
中
学
生
…
小
島
茂
樹

（
十
中
）
、
一
般
初
段
以
下
の
部
…

丸
山
勝
之
（
十
実
高
）
、
二
段
以
上

の
部
…
樋
口
誠
一
（
十
柔
道
会
）

　
　
剣
道

小
学
生
低
学
年
…
北
上
浩
治
（
剣
友

会
）
、
同
高
学
年
…
柳
勝
英
（
剣
友

会
）
、
中
学
男
子
…
江
村
正
樹
（
剣

友
会
）
、
中
学
女
子
－
千
原
美
子
（
剣

友
会
）

　
　
相
撲

団
体
戦
…
川
治
小
A

優
秀
選
手
　
三
年
…
根
津
吉
晴
（
十

小
）
　
四
年
…
橋
本
尚
幸
（
十
小
）

五
年
－
樋
熊
直
基
（
東
小
）

墨
藤謙

蠣叢譲

騰盤裁

撚豫養硝

・

　
　
優
秀
指
導
者

　
本
間
侃
…
昭
和
四
十
年
に
十
日
町

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
全
国
、

世
界
に
通
じ
る
選
手
の
育
成
を
目
標

に
し
着
々
と
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

県
体
協
優
秀
指
導
者
賞
も
受
賞
。

第詮回司卜鑓町斎弊鷺鵬会傭欝祭

　　　●騒饗

11

月
2
0
日
・
21
日
　
市
民
体
力
テ
ス
ト
実
施
…
…
申
込
み
は
11
月
12
日
ま
で
に
体
育
課
へ

　
関
谷
儀
助
…
十
日
町
の
野
球
、
ス

キ
ー
の
普
及
に
半
生
を
さ
さ
げ
、
今

日
の
隆
盛
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
と
し

て
、
今
年
度
、
県
体
協
功
労
賞
受
賞
。

　
　
優
秀
競
技
者

陸
上
…
井
川
純
宏
、
柳
憲
治
、
曾
根

清
一
、
太
田
篤
宣
、
長
谷
川
文
代
、

　
卓
球
…
霜
垣
ひ
と
み

　
庭
球
…
大
熊
美
千
子
、
柳
智
子
、

柳
美
千
代

　
柔
道
…
松
本
浩
幸

　
空
手
…
樋
口
紀
行
、
久
保
田
正
満

庭
野
一
史
、
小
泉
利
男
、
相
沢
勇
、

池
田
絹
子

　
ス
キ
i
…
梧
沢
俊
明
、
本
間
寿
、

滝
沢
一
彦
、
野
沢
昭
夫
、
石
田
弘
美

児
玉
清
美
、
小
海
さ
ゆ
り
、
諸
里
真

紀
子
、
村
山
久
美
子
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灘　ミ
灘　　i
灘戴・　　　，！

覧
　
｝

、

　　　　　　　　　　　　　へ、

難

●
妻
有
郷
の
再
発
見
を

　
十
日
町
市
博
物
館
で
は
、
郡
市
社
会
教
育
振
興
会
と
共
催

で
、
妻
有
の
文
化
財
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
文
化
財
は
、
昔
の
人
々
の
血
と
汗
と
願
い
が
か
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
が
今
を
生
き
て
い
ら
れ
る
の
も
、
そ

う
し
た
過
去
の
自
然
と
文
化
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
そ

し
て
そ
れ
は
将
来
へ
の
指
針
に
も
な
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

特
に
貧
し
い
時
代
を
知
ら
な
い
現
代
の
子
ど
も
た
ち
へ
は
、

こ
の
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
展
示
さ
れ
る
の
は
、
指
定
文
化
財
に
か
ぎ
り
ま
す
が
、

郷
土
の
再
発
見
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
最
近
の
観
光
ブ

ー
ム
は
、
遠
く
て
め
ず
ら
し
い
も
の
へ
人
々
を
さ
そ
い
ま
す

が
、
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
足
元
を
た
し
か
め
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
期
間
中
無
休

　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
開
館
時
間
は
午
前
九
時
～
午
後
四
時
半

轍
簸
、
響

麟灘

羅
磯

　　　解説書を

　　　　　おわけします

★楽しい解説書「妻有の文化財」（B6

　判60頁〉ができました。

★十日町、川西、中里、津南の文化財

　が写真入珍で説明されています。

★文化財マップ付き。ご家族のサイク

　リングやハイキングにご活用下さい。

★期閥中1部500円でおわけします。

妻
有
の
指
定
文
化
財
一
覧

●
県
指
定

山
水
図
釧
雲
泉
筆
六
曲
屏
（
関
口
芳
春
）

木
造
四
天
王
立
像
伝
広
目
天

　
　
　
　
伝
毘
沙
門
天
（
神
宮
寺
）

木
造
十
一
面
観
音
立
像
（
神
宮
寺
）

越
後
縮
幡
（
吉
田
社
他
）

大
井
田
城
跡
（
中
条
）

小
貫
諏
訪
社
の
大
ス
ギ
（
小
貫
）

●
市
指
定

一
遍
上
人
絢
伝
（
来
迎
寺
）

越
後
縮
裂
見
本
帳
（
蕪
木
孫
右
）

越
能
山
都
登
〈
上
下
〉
（
山
内
軍
平
）

旗
指
物
（
砥
園
寺
）

赤
倉
神
楽
（
赤
倉
）

神
宮
寺
境
内
地
及
び
山
林

大
黒
沢
正
平
在
銘
梵
字
碑
（
村
山
辰
義
）

鉢
の
石
仏
（
鉢
）

積
翠
荘
（
吉
田
山
谷
）

漆
島
コ
ナ
ラ
の
大
木
（
漆
島
）

●
県
指
定

赤
谷
十
二
社
の
大
ケ
ヤ
キ
（
赤
谷
）

●
町
指
定

千
手
観
音
堂
仁
王
門
（
長
徳
寺
）

干
手
観
音
堂
仁
王
像
（
長
徳
寺
）

長
徳
寺
板
碑
（
友
重
）

鶴
吉
釈
迦
堂
板
碑
（
鶴
吉
）

山
田
観
音
堂
跡
板
碑
（
霜
条
）

坪
山
神
社
板
碑
（
坪
山
）

月
見
ケ
原
公
園
板
碑
（
伊
勢
平
治
）

友
重
行
者
堂
板
碑
（
白
山
神
社
）

北
田
如
意
庵
板
碑
（
仁
田
）

水
品
忠
雄
家
板
碑
（
三
領
）

山
岸
真
治
家
板
碑
（
霜
条
）

田
村
伸
夫
家
板
碑
（
鶴
吉
）

清
水
英
夫
家
板
碑
（
中
屋
敷
）

丸
山
高
夫
家
板
碑
（
霜
条
）

村
越
勝
家
板
碑
（
野
口
）

節
黒
城
跡
（
新
町
新
田
）

元
町
諏
訪
神
社
の
親
子
杉
（
元
町
）

●
国
指
定

田
代
の
七
ツ
釜
（
田
代
）

清
津
峡
（
小
出
）

●
県
指
定

桂
の
大
杉
（
桂
）

●
村
指
定

田
代
の
神
楽
（
田
代
）

角
間
の
振
ぐ
れ
杉
（
角
間
）

森
上
遺
跡
（
高
道
山
）

●
国
指
定

秋
山
郷
及
び
周
辺
地
域
の
山
村
生
産

用
具
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

沖
ノ
原
遺
跡
（
赤
沢
）

田
代
の
七
ツ
釜
（
田
代
）

●
県
指
定

ア
ン
ギ
ン
エ
具
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

●
町
指
定

秋
山
の
民
具
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

茅
葺
民
家
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

上
野
遺
跡
出
土
品
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

神
山
遺
跡
出
土
品
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

舞
台
引
幕
（
赤
沢
）

今
井
城
祉
（
大
井
平
）

登
止
の
松
（
大
井
平
）

メ
グ
ス
リ
ノ
キ
（
穴
藤
）

竜
ケ
窪
（
谷
内
）
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■文化祭　10月31日（日）

午前9時～午後4時
●作品展（絵画・書道・焼物・版

画・活花・手芸）

●バザー

●菊花展（10月31目～11月3日）
■家宝展　10月31日（日〉

午前9時～午後4時
会場／市農協下条支所2階和室

下条地区公民館（B5－20（M〉

■文化祭　11月3日（祝）

午前9時～

会場／水沢小学校

文化部門　書道・盆栽・菊・活

　花・陶芸・手芸・絵画

芸能部門　民踊（謡）・詩吟・郷

　土芸能・詩吟舞・合唱など

■姿分館　文化講演会

11月5日囲夜7時30分～

講師／滝沢騰雲氏

　　　水沢地区公民館（容8－3101）

■文化祭　10月31目（日）

午前9時～午後4時
●作品展（活花・手芸・書道）

●菊花展●小学生の作品展

●芸能祭発表会

●バザー（体協）

　　　六箇地区公民館（窓2－5434）

川治

下条

中条

　大井田

　新座

十日町
（本館）

水沢

　　六箇

■文化祭　11月6目～7日

6日（土）正午～午後5時

7日（日〉午前9時～午後4時

●作品展（活花・手芸・焼物・写真）

●バザー・もちつき大会

●笹山野球場出土品展示

●史跡公園スライド上映

　　　　　中条地区公民館（窓2－2748）

　年賀状づくり
　　版画教室へのおさそい

やさしい版画による年賀状づくりにあなたも参加し

ませんか。

文字をっづっただけでない楽しさあふれた年賀状は

受取る方にき・・と新鮮な喜びを与えることでしょう！

簡単な版画なら、そび）日σ）うちに作品が楽しめますゐ

仲間をさそ・・てぜひお出かけください。

と　き　11月11・18・25日（毎週木曜日）

　　12月2・91i（毎週木曜m
　　（1回だけび）参加でも可）夜7時～9時
ところ　十日町市公民館学習室

指　導　重野桂二さん他　ぐる一ぶばれんび）みなさん

※彫刻刀（生徒用の彫刻刀で可）を各自ご用意くださ

い。

　　一　　　十日町市公民館87マ5011　一…

、■文化祭　11月3日（祝）

　午前9時～午後5時
　●菊花・盆栽展●書道

　●バザーほか

中条地区公民館大井田分館（窓7一絹80）　・

■文化祭　11月7日（日）

午前9時半～午後3時
●作品展（活花・菊・手芸）

●バザー

　中条地区公民館新座分館（獄7－6002）

■文化祭　11月3日（祝）

吾二前9目寺～！1二後41i寺

●作品展（活花・やき《、σ）・書道・

盆栽・手芸・菊花）

●小・中学生作品展
●バザー（体協）

●不用品即売会（婦人会・午前）

●子ども映写会（午後）

●焼物ガラクタ市

　　　川治地区公民館（傭2－2223〉

i第8回市民芸能祭（秋の部）

市民会館ホール…入場無料

●舞踊のタベ

　　　　10月29日囲夜7時～
●詩舞と新舞踊グ）タベ

　　　　11月6日（土〉夜7時～
●演劇のタベ

　　　　11月13目（土）夜6時半～

■文化祭　ll月3目（祝）

午前9時～午後4時
●学級・講座の学習成果発表・展示

●写真展●美術協会展●グノレープ

展●老人・昔のおもちゃなどの展

示即売会●バザー

十目町市公犀館（猛7－5011）
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嘩麟鞭鐸劃嘩瓢薯響難き

講緯磁・灘互慧鐙叢”月5磯夜6：30
京芸大器学科を卒業後、昭和42年にアムステルダ
ム・コンセルバトワールに留学・44年ピアノ独奏　十日町市民会館ホール
者コースの名誉賞を得て卒業、46年にはコンセル
バトワールの最難関fプリ・デ・ヱクセランス賞」　．　一
を獲得した。その間、日本大使館主催のリサイ・タ　〈フ・グフム〉

ルでデビューした後、オランダ各地でリサイタル●モーツァルト（キラキラ星の主題による変奏曲〉

やオ；ケストラとの共演・アンサンブル・国営放●ショパン（ノクター・ン作品9の2他〉
送等に出演し47年に帰国。以後目本各地でのリサ　　．
イタルを行い活躍している。　　　　　　　　　　　●ドビュッシー（子供の領分〉

　県内では、51年から今年5月まで、新潟・長岡●バルトク（ルーマニアン●フオークダンス）
上越でリ才イタル開催・現在は新潟大学と東京音　　主催／十日町市民コンサート協会
楽大学で講師をされており、一段と磨きをかけら
れた感性と音楽の根底にある人闇性の深ま吻に、　後援／市教育委員会・十日町新聞・十日町タイムス

期待するところは大きい。　　　　　　　　　　　　　週報とおかまち・ニュースうおぬま

掴

青
少
年
ホ
ー
ム
祭
1
1
∠
3
㈱

●
バ
ザ
ー
（
お
し
る
こ
・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
う
ど
ん
等
）

●
喫
茶
店
（
コ
ー
ヒ
i
・
ジ
ュ
ー
ス
）

●
ガ
ラ
ク
タ
市
　
●
＠
ゲ
ー
ム
胃

●
模
擬
店
（
ワ
タ
ア
メ
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
風
船
つ
り
）

●
活
花
展
示
　
●
茶
席

★
時
間

　
午
前
十
時
～

　
　
　
　
午
後
三
時

★
各
講
座
生
、
ク
ラ

ブ
と
も
趣
向
を
こ

　
ら
し
て
お
待
ち
し

　
ま
す
。
ぜ
ひ
お
い

　
で
く
だ
さ
い
。

”
大
に
い
が
た
ま
つ
り
”
開
催

創
作
民
謡
発
表
会
　
祐
　
夜
6
時

　
　
新
潟
市
体
育
館
（
入
場
無
料
）

郷
土
料
理
と
地
酒
祭
赫
昼
一
時

　
　
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
（
入
場
無
料
）

世
界
と
新
潟
の
ま
つ
り
11

面
・
11
五

　
　
県
民
会
館
（
入
場
五
百
円
）

谷
村
新
司
・
海
援
隊
コ
ン
サ
ー
ト

　
揚
～
25
夜
6
時
半
、
県
民
会
館

（
入
場
料
A
二
千
五
百
円
B
二
千
円
）

ふ
る
さ
と
芸
能
祭
・
越
路
お
ど
り

　
湯
夜
6
時
半
～
詰
昼
1
時
～

　
新
潟
市
体
育
館
（
入
場
無
料
）

新
潟
の
物
産
と
観
光
展
せ
～
23

　
（
拷
除
く
）
大
和
新
潟
店

※
創
作
民
謡
、
世
界
と
新
潟
の
ま
つ

り
、
ふ
る
さ
と
芸
能
祭
に
つ
い
て
は
、

イ
ベ
ン
ト
名
、
開
催
期
日
、
氏
名
、

住
所
を
記
入
の
上
、
往
復
ハ
ガ
キ
で

〒
九
五
〇
新
潟
市
東
大
通
り
｝
ー
二

－
二
十
五
北
越
第
｝
ビ
ル
内
”
大
に

い
が
た
ま
つ
り
運
営
事
務
局
”
　
（
密

〇
二
五
二
－
四
三
ー
五
〇
二
六
番
）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
郷
土
料
理
と
地
酒
、
コ
ン

サ
i
ト
の
問
い
合
わ
せ
も
同
事
務
局

ま
で
。

六
花
園
（
罐
）

魚
沼
学
園
（
小
出
町
）

六
花
園

　
（
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
）

●
と
き
　
　
十
月
三
十
一
目
㈲

　
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時

●
と
こ
ろ

　
　
北
魚
沼
郡
掘
之
内
町
　
六
花
園

●
内
容

ω
作
品
展
示
即
売

ω
映
画
「
泥
の
川
」
　
「
男
は
つ
ら
い

よ
」
　
⑥
バ
ザ
ー

魚
沼
学
園

●
と
き
　
十
一
月
六
目
出

　
　
午
前
八
時
五
十
分
～
午
後
一
時

●
と
こ
ろ

　
　
北
魚
沼
郡
小
出
町

●
内
容

ω
学
習
発
表
会

ω
園
児
作
品
の
展
示

⑥
農
作
物
等
の
即
売

魚
沼
学
園

十日町の
、
墾
．

人1こ

．丸山町なりました

　水落耕基さん　　、　　　　〔29〕

　～宮崎県宮崎郡から～

★
九
州
は
新
婚
旅
行
の
メ
ッ
カ
宮
崎

か
ら
十
日
町
の
人
に
な
っ
た
の
は
、

甫
内
丸
山
町
の
水
落
律
子
さ
ん
の
と

こ
ろ
に
婿
さ
ん
に
来
た
耕
基
さ
ん

バ
ニ
十
七
歳
、
飛
一
小
学
校
講
師
）

で
す
。

★
二
人
は
京
都
の
大
学
在
学
中
に
ク

ラ
ブ
が
一
緒
だ
っ
た
こ
と
で
知
り
合

い
、
六
年
閥
の
交
際
後
昨
年
の
三
月

に
緒
婚
。
ク
ラ
ブ
と
い
う
の
が
“
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
”
の
ク
ラ
ブ
で
、
施
設

訪
問
や
在
宅
肢
体
不
自
曲
児
の
慰
問

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
．

★
夢
日
町
の
印
象
に
つ
い
て
「
と
に

か
く
、
米
や
出
菜
な
ど
食
べ
も
の
が

う
ま
く
て
太
っ
て
し
よ
う
が
な
い
で

す
よ
。
」
門
祭
り
や
運
動
会
な
ど
四
季

お
り
お
り
の
催
し
物
が
多
い
こ
と
に

は
驚
き
ま
す
、
た
だ
町
全
体
が
不
況

と
い
う
中
で
今
後
ど
う
発
展
さ
せ
る

か
と
い
う
意
味
で
は
、
今
が
曲
り
角

と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
」

★
学
生
時
代
か
ら
引
き
続
い
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
い
る
お

二
人
で
す
が
、
　
「
タ
ウ
ン
ホ
ー
ム
は

早
期
に
建
設
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
行
政
か
ら
の
企
画
で

な
く
、
障
害
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
自
ら
が
主
体
的
に
積
み
あ
げ
て
建

設
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
」
と
耕
基

　
ぽ

さ
ん
。
（
タ
ウ
ン
ホ
ー
ム
…
心
身
障
害

者
の
祉
会
復
帰
の
た
め
の
作
業
施
設
）

★
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

“
ぶ
れ
合
い
サ
ー
ク
ル
”
で
仲
間
と

話
ず
時
と
、
生
後
二
十
日
の
赤
チ
ャ

ン
を
抱
い
て
い
る
時
が
｝
番
落
ち
つ

い
た
と
き
…
…
と
語
る
十
日
町
の
人

で
す
。

訓
練
生
を
募
集
！

　
1
三
条
高
等
職
業
訓
練
校
1

　
県
立
三
条
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

昭
和
五
十
八
年
度
の
訓
練
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

〔
募
集
科
目
〕

●
機
械
鍛
造
科
…
二
十
名
　
●
機
械

科
…
二
十
名
　
●
金
属
プ
レ
ス
科
…

十
名
　
●
溶
接
科
…
二
十
名

〔
受
付
期
間
〕

　
十
一
月
一
日
～
十
五
日
ま
で

★
詳
細
の
問
い
合
わ
せ
は
同
校
（
E

O
二
五
六
三
ー
八
ー
八
五
二
〇
）
ま
で
。
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3
噌
，
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
“
．
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
・
碑
　
　
庭
圏
．
“

羅
離
妻
ー

鐵
難
嚢
蟻
薫
浄
叢
華
毒
昏
u
蒙
蕪

　
飯
山
線
土
市
駅
と
下
条
駅
が
十
一

月
一
目
か
ら
簡
易
委
託
に
な
り
、
乗

車
券
の
発
売
は
、
土
市
駅
で
は
、
土

市
駅
構
内
で
高
橋
マ
ツ
ヨ
さ
ん
が
発

売
し
、
下
条
駅
で
は
、
駅
前
の
竹
野

屋
商
店
さ
ん
で
発
売
し
ま
す
。

　
発
売
時
間
は
、
お
お
む
ね
牛
前
八

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

　
委
託
さ
れ
て
取
り
扱
っ
て
い
る
乗

車
券
は
、
東
京
、
新
潟
、
長
岡
な
ど

の
遠
方
の
利
用
の
高
い
駅
と
十
日
町

中
条
な
ど
の
近
く
の
駅
の
も
の
で
す
。

乗
車
券
の
用
意
の
な
い
駅
に
つ
い
て

は
乗
り
越
し
て
下
車
駅
で
精
算
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
の
料

金
は
、
通
し
て
購
入
し
た
場
合
と
同

じ
に
な
り
ま
す
。

．
蟻
鰹
難

　
　
な
お
、
定
期
券
、
特
急
券
の
取
り

　
扱
い
は
し
ま
せ
ん
が
、
六
目
町
か
ら

　
二
百
一
キ
。
材
以
上
の
普
通
急
行
券
は

　
発
売
し
ま
す
。

　
※
　
乗
車
券
は
往
復
キ
ッ
プ
を
買
い

　
　
　
ま
し
ょ
う
。

　
※
　
発
車
時
刻
間
ぎ
わ
の
か
け
込
み

　
　
　
乗
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
新
水
診
療
所

　
　
　
　
出
張
診
療
日
変
更

　
　
新
水
診
療
所
で
は
、
毎
週
火
曜
日

　
に
出
張
診
療
に
し
て
き
ま
し
た
が
、

　
道
路
事
情
の
改
善
な
ど
か
ら
、
最
寄

　
り
の
医
療
機
関
へ
の
通
院
が
可
能
と

ヤ

11

月
分
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程
表

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

11

月
10
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

54

年
5
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

11

月
12
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

56
年
5
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

11

月
17
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

57
年
7
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

11

月
29
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

57
年
1
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
鉦
欝
鶉
酵
齢
辮
覇
鋸
傭
に
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
・

な
っ
た
こ
と
と
、
利
用
者
の
減
少
か

ら
出
張
診
療
目
を
十
一
月
か
ら
次
の

と
お
り
変
更
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

変
更
後
の
診
療
日

欝
鯵
｝
午
後
二
時
－

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
月
二
十
六
日
（
火
）
　
午
前

八
時
～
午
後
一
時
　
猿
倉
の
一
部
、

津
池
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
の
全
部

▼
十
月
二
十
七
目
（
水
）
　
正
午
～

午
後
四
時
　
上
新
田
の
全
部
　
午
前

八
時
～
午
後
一
時
　
田
麦
、
ニ
ツ
屋
、

船
坂
、
塩
ノ
又
、
池
沢
、
野
中
、
鍬

柄
沢
、
当
間
の
全
部

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
鍛
月
の
体
日
救
急
擁
　
…

一曹

…
3
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
一

じほ

…
（
文
化
の
日
）
　
密
2
の
3
2
6
9
番
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
7
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

一
　
　
　
　
盈
2
の
3
2
7
6
番
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
一

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
14
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

い

一
　
　
　
　
密
5
の
2
0
0
3
番
…

一
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
“

一　
　
　
　
密
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

一
　

…
21
日
　
千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番
　
一

い
…
23
日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

二
勤
労
感
謝
の
日
）
E
8
の
2
0
3
9
番
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

一
28
日
　
中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
一

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
　
　
　
　
B
7
の
3
0
1
8
番
．

檜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
1
ー
ー
6
1
一
ー
一
一
－
，
犀
8
－
一
ー
［
量
5
ー
，
I
－
唇
蓼
l
－
I
I
－
－
ー
－
－
－
一
｝
，
o
－
1
』

　　　献轟箪餅程
11月6日（土〉　十目町実業高校

11月11目休）　　関芳織物

11月26目囲　　睦織物明石工場

時間はいずれも

　　午前10時～午後3時
明日といわず今献血しましょう

　
下
水
道
排
水
設
備

　
　
水
洗
便
器

　
　
総
合
展
示
会
開
催

　
来
春
五
月
一
日
か
ら
、
市
街
地
の

公
共
下
水
道
第
一
期
計
画
区
域
で
は

供
用
開
始
に
な
り
ま
す
。
該
当
区
域

の
皆
さ
ん
は
、
家
庭
の
台
所
や
浴
室

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

に
、
し
尿
も
直
接
公
共
下
水
道
に
流

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今

ま
で
の
よ
う
に
浄
化
槽
や
便
槽
の
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
明
る
く
衛
生
的
な
水
洗
ト
イ
レ
に

改
造
し
て
い
た
だ
く
た
め
「
水
洗
便

器
総
合
展
示
会
」
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
い
ろ
い
ろ
な
便
器

を
実
際
に
ご
覧
に
な
っ
て
、
水
洗
ト

イ
レ
の
改
造
計
画
に
役
だ
て
て
く
だ

さ
い
。

日
時
　
十
月
三
十
日
・
三
十
一
日

磋

餐
黍蚕彪馨

◆
10
月
15
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

子
供
用
自
転
車

（
ピ
ン
ク
）

中
　
　
古

相
談
で

琴

　
●

中
　
　
＋
口

相
談
で

乾
　
　
燥
　
　
器

〃

〃

ピ
　
　
　
ア
　
　
　
ノ

〃

〃

二
段
ベ
　
ッ
ト

〃

〃

英
文
タ
イ
ブ

〃

〃

電
子
オ
ル
ガ
ン

〃

五
千
円
～

　
一
万
円

ス
　
ト
　
ー
　
ブ

〃

一
万
円
～

二
万
円
位

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

（
カ
セ
ッ
ト
）

〃

相
談
で

　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
場
　
青
少
年
ホ
ー
ム
一
階
ホ
ー
ル

内
容
　
十
日
町
市
推
奨
メ
ー
カ
ー
の

　
水
洗
便
器
を
約
三
十
種
展
示

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
大
島
仁
作
（
新
座
）
　
三
万
円

…
金
婚
祝
　
▼
真
栄
社
　
六
千
七
百

四
十
八
円
　
▼
本
町
五
・
六
丁
目
青

年
部
会
（
小
口
勝
男
会
長
）
　
三
万

円
　
▼
本
町
六
丁
目
三
中
学
生
屋
外

活
動
（
桑
原
正
多
代
表
）
　
二
千
三

百
十
九
円
　
▼
根
津
キ
ミ
（
本
町
六
）

千
二
百
八
十
二
円
　
▼
服
部
　
千
九

百
円
　
▼
羽
根
川
荘
利
用
者
一
同
－

四
千
三
百
十
七
円
、
睦
会
－
一
万
二

千
四
百
五
十
円
　
納
涼
盆
お
ど
り
参

加
者
一
同
二
千
円
、
高
齢
者
体
育
教

室
－
千
九
百
円
、
募
金
箱
ー
二
千
五

百
二
十
円
　
▼
十
日
町
家
政
専
門
学

校
　
ゆ
か
た
十
着
　
▼
十
日
町
ひ
ま

人
ク
ラ
ブ
　
四
万
九
千
五
百
二
十
四

円
…
チ
ャ
リ
テ
ィ
チ
ン
ド
ン
　
▼
上

町
「
俄
」
若
衆
連
中
　
一
万
四
十
円

▼
関
口
四
郎
（
昭
和
町
）
　
五
万
円

▼
内
藤
直
義
（
椌
木
）
　
千
円
　
▼

十
日
町
石
油
職
員
一
同
　
六
千
四
百

三
十
円
　
▼
西
本
町
二
丁
目
五
組

（
代
表
樋
口
隆
二
）
　
四
千
円
　
▼
十

日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
丸
山
武

次
会
長
）
　
救
急
医
薬
品
を
市
内
各

中
学
校
に
　
▼
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
（
湯
沢
一
久
会
長
）
　
セ
ン
タ

ー
ク
・
ス
に
デ
ジ
タ
ル
時
計
く
二
十

万
円
相
当
）

　
香
典
返
し

　
▼
角
屋
興
業
株
式
会
社
　
十
万
円

▼
福
崎
健
太
郎
（
田
麦
）
　
十
五
万

円
　
▼
相
沢
は
る
の
（
稲
荷
町
三
南
）

三
万
円
　
▼
山
田
イ
ト
（
下
条
）

十
万
円
　
▼
小
沢
正
吉
（
小
泉
）

二
万
円
　
▼
池
田
正
（
若
宮
町
）

十
万
円

　
長
崎
災
害
へ

　
▼
関
口
四
郎
（
昭
和
町
）
　
五
千

円
　
▼
佐
藤
留
吉
（
稲
荷
町
三
東
）

五
千
円
　
▼
岡
村
ヨ
シ
ノ
（
高
田
町
）

五
千
円

　
中
沢
作
業
所
へ

　
▼
庭
野
秀
矩
（
田
中
町
西
）
　
高

級
安
楽
椅
子
二
脚


